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全
労
生
は
本
年
４
月
に

結
成
�
周
年
を
迎
え
る
。

２
０
１
８
年
度
の
活
動
は

こ
れ
を
見
据
え
て
、
幹
事

会
に
お
い
て
は
�
周
年
を

契
機
と
し
た
生
産
性
運
動

の
検
討
を
、
部
会
に
お
い

て
は
調
査
・
研
究
活
動
を

進
め
て
き
た
。

　
�
周
年
を
契
機
と
し
た

生
産
性
運
動
に
つ
い
て

は
、
環
境
認
識
を
、
人
口

減
少
、非
正
社
員
の
増
大
、

膨
大
な
政
府
債
務
、
第
４

次
産
業
革
命
の
進
展
お
よ

び
社
会
の
持
続
可
能
性
へ

の
懸
念
に
整
理
し
た
。

　
こ
う
し
た
課
題
の
解
決

に
は
、
最
初
に
、
「
生
産

性
の
精
神
」
と
は
「
人
間

の
進
歩
に
対
す
る
信
念
で

あ
る
」
（
ロ
ー
マ
会
議
報

告
）
を
す
べ
て
の
人
が
生

産
性
運
動
の
目
標
と
し
て

確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
の
う
え
で
、
生
産

性
三
原
則
が
確
認
さ
れ
た

当
時
と
の
状
況
変
化
を
加

え
た
三
原
則
と
す
る
必
要

が
あ
る
。

　
す
な
わ
ち
、
第
一
原
則

の
「雇
用
の
維
持
・
拡
大
」

に
は
雇
用
の
質
を
、
第
二

原
則
の
「
労
使
の
協
力
と

協
議
」
に
は
グ
ロ
ー
バ
ル

を
含
め
た
グ
ル
ー
プ
労
使

協
議
、
産
業
・
業
種
別
労

使
協
議
を
、
第
三
原
則
の

「
成
果
の
公
正
な
分
配
」

に
は
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

や
社
会
の
持
続
可
能
性
へ

の
分
配
、
な
ど
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
要
点
を
、
全
労

生
�
周
年
宣
言
と
し
て
後

日
、
確
認
す
る
予
定
で
あ

る
。

　
調
査
・
研
究
は
、
労
政

部
会
が
「
人
が
主
役
の
多

様
な
働
き
方
」
、
調
査
部

会
が
「
労
使
協
議
制
の
拡

が
り
と
参
加
・
チ
ェ
ッ
ク

機
能
の
あ
り
方
」
、
中
小

企
業
対
策
部
会
が
「
公
正

競
争
の
あ
り
方
」
を
テ
ー

マ
と
し
て
活
動
を
進
め
て

き
た
。

　
問
題
意
識
は
、
多
様
な

働
き
方
や
働
き
方
改
革
が

多
用
さ
れ
て
い
る
が
、
真

に
働
く
者
の
立
場
か
ら
働

き
方
の
希
望
と
公
正
処
遇

を
実
現
す
る
必
要
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
、
働
く
者

だ
け
で
は
な
く
企
業
に
と

っ
て
も
有
用
で
あ
る
労
使

協
議
制
を
非
組
合
員
や
労

働
組
合
が
な
い
企
業
に
も

広
げ
る
必
要
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
、
公
正
競
争
の

実
現
に
は
発
注
者
の
み
な

ら
ず
受
注
者
、
消
費
者
に

も
理
解
を
広
げ
る
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
、
で

あ
る
。
第
１
回
中
央
委
員

会
を
目
途
に
報
告
書
を
発

刊
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
ま
た
、
３
年
ご
と
に
実

施
し
て
い
る
「
雇
用
と
労

使
関
係
課
題
に
関
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
」
に
つ
い
て
も

近
日
中
に
と
り
ま
と
め
る

こ
と
と
し
て
い
る
。


